
 

 
 

 

  

尾張４Ｈクラブ連絡協議会は、３月に令和元年度プロジェクト発表会を開催する予定でしたが、

新型コロナウイルス感染拡大防止のために延期としていました。関係者とプロジェクト発表会の

開催方法について話し合った結果、出席人数を最小限にして、５月 26 日に開催し、本年 12 月に

開催予定の「あいち青年農業者大会」の代表者を選出しました。 

当日は、新型コロナウイルス感染拡大防止のために、出席するクラブ員は発表者６名のみとし、

審査員は代表して農業改良普及課長が務めました。 

プロジェクト発表の部では、代表者３名がそれぞれ発表を

行った結果、「肥料による収量増加を目指して」を発表した、

イチジク農家で稲沢４Ｈクラブの加藤大昌氏が最優秀賞を

受賞しました。意見発表の部では、農機販売・修理メンテ

ナンスを営む木全祐貴氏が発表した、「キマタの事業計画」

が最優秀賞に輝きました。「農業機械を扱うだけでなく、農

家の将来設計にも相談に乗ることができ、農家の良きパー

トナーとなる」と決意を述べました。 

 

 

 

 

 

 

 

あいち型植物工場事業で環境モニタリングと炭酸ガス施用を導入し、施設内環境の改善に取り

組んだ結果、収量が平成 27 年作と比べ６％向上し、きゅうり部会念願の目標販売額を達成しま

した。 

ＪＡあいち知多きゅうり部会（22 戸）では、新規就農や品目転換で新たに加入した者が半数

を占めており、経営の早期安定化が求められています。 

平成 28 年に栽培研究会を発足させ、環境モニタリングと炭酸ガス施用を導入し、環境データ

の「見える化」で経営の早期安定化と生産性の向上に取り組んできました。当初４戸でスタート

した栽培研究会は、データの共有と「見える化」が評価され、10 戸まで導入が拡大しました。 

農業改良普及課では、生育状況の把握と栽培環境の改善のため、生育指標を設定しています。 

栽培経験の浅い農家でも「見える化」で高収量農家の管理を参考にし、部会上位の収量を得る

方もあり、部会全体で生産意欲が向上しています。 

また、平成30年作から土壌pFメーターによる地下部環境モニタリングにも試験的に取り組み、

かん水方法や土壌条件での土壌 pF 値の違いが明らかになってきました。今後は、地下部環境の

改善も含めた技術改善を支援し、更なる収量向上を目指します。 

知 多  
経験の浅い農家も技術向上、部会念願の目標販売額達成 

～知多・ＪＡあいち知多きゅうり部会～ 

と き 

ところ 知多郡美浜町他 

平成２８年４月～令和２年２月 

プロジェクト発表の様子 

尾 張 ４Ｈクラブ員が農業にかける想いや日頃の研究成果を発表！ 

と き 

愛知県三の丸庁舎（名古屋市中区） 

令和２年５月２６日（火） 

ところ 

プロジェクト発表の様子 



 

 

 

 

 

 

県内花き生産者は、新型コロナウイルスによる経済活動

の低下により販売価格の低下や注文のキャンセル等の影響

を受け、経営が極めて苦しい状況です。そこでＪＡあいち

豊田花き振興会会員を支援対象に、ＪＡ等関係機関職員に

対して花の注文販売を行いました。洋ラン、観葉植物等６

品目を販売し、809 鉢・切り花 116 束、約 61 万円の売り上

げとなりました。 

ＪＡあいち豊田花き振興会会員は、洋ラン、観葉植物、鉢花、切り花

を豊田市及びみよし市で生産する生産者団体です。新型コロナウイルス

の影響を受け、母の日向け商材の市場価格の急激な低下に苦しんでいま

す。そこで、農業改良普及課は、農政課とともに、すぐに実行できる支

援対策として、花の注文販売を行いました。販売価格は、500 円または

1000 円に設定して購入しやすい金額としたほか、全商品に生産者名、生

産地、購入後の管理方法を記載したポップを取り付け、花き農家に対し

て理解が深まるように工夫しました。会員からは、「適正価格でたくさ

ん購入してくれてありがたい。」と、喜びの声が上がりました。今後は、

Ｖ字回復期を見据えて、11 月に２回目の支援を行う予定です。 

 

 

 

 

 

  

田原市内では令和元年産から２戸が小麦「きぬあかり」の

栽培に取り組んでおり、令和２年産は 10ha（昨年産４ha）を

作付けしています。農業改良普及課では、昨年の病害発生を

受け、防除の徹底を支援しています。 

令和２年産小麦の出穂期は、11 月播種で４月６日、12 月

播種で４月 11～14 日、１月播種で４月 21 日でした。播種後

の平均気温が高めに推移したことから生育は順調ですが、１

月播種では穂数がやや少なめです。 

昨年産は、病害防除の遅れにより、一部のほ場で赤さび病と赤かび病の発生が見られました。

農業改良普及課では栽培暦の作成や防除の徹底について助言を行っており、本年産は出穂前（３

月中下旬）に１回目、開花期（４月下旬～５月上旬）に２回目の病害防除が徹底されました。 
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豊田加茂 コロナショック対策で、花き生産者を緊急支援！ 
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ところ 豊田市及びみよし市 

令和２年５月７日（木） 

田 原 「きぬあかり」の病害防除を徹底 
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ところ 田原市西神戸町 

令和２年４月 

商品の仕分けの様子 

販売した商品の一例 

病害防除の様子（出穂前） 


